
イ
ラ
ン
地
震
策
書
派
遣

〈
カ
ラ
ー
グ
ラ
ピ
ア
争
照
〉

消
防
救
助
隊
の
活
動
記
録

消
防
庁
回
際
消
防

敗

助

隊

結

柄

■

林

恭

は

じ

め

に

よ
る
六
月
二
十
　
日
五
時
五
ｒ
ｔ
分
頃
発
生
し

た
イ
ラ
ン
北
西
部
を
震
源
と
す
る
地
震
は
、
時
が

経

つ
に
連
れ
て
急
秋
に
そ
の
校
害
の
大
き
さ
が
明

ら
か
に
な
リ
　
イ
ラ
ン
国
政
府
か
ら
各
国
に
対
し

て
救
援
要
請
が
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。

日
本
政
府
も
、
イ
ラ
ン
ロ
政
府
か
ら
の
要
請
に

応
じ
て
「国
際
緊
急
援
助
隊
」
を
派
遣
す
る
こ
と
と

な
り
　
消
防
庁
に
対
し
て
も
二
十
二
日
米
明
に
、

外
務
省
か
ら
レ
ス
キ

ュ
ー
チ
ー
ム
派
遣
の
要
請
が

あ

っ
た
。
筆
者
は
、
急
遠
編
成
さ
れ
た
国
際
消
防

救
助
隊
の
責
任
者
と
し
て

「結
括
官
」
に
任
命
さ

れ
、
六
月
ｉ
ｌ
エ
ロ
か
ら
し
月
二
日
ま
で
　
イ
ラ

ン
地
震
災
管
の
救
助
活
動
に
あ
た
る
こ
と
と
な

っ

た
。イ

ラ
ン
地
震
災
告
派
遣
消
防
救
助
隊
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
は
　
今
後
　
各
方
面
で
報
告
書
が
出

さ
れ
る
と
思
う
が
、
本
稿
で
は
、
テ

ヘ
ラ
ン
か
ら

の
電
話
草
帝
が
悪

い
た
め
　
イ
ラ
ン
の
日
本
大
使

館
に
お
願

い
し
た
筆
者
か
ら
消
防
庁
救
急
救
助
課

長
あ
て
の
電
報
の
写
し
を
や
心
に
　
ド
キ

ュ
メ
ン

ト
風
に
ま
と
め
て
み
る
こ
と
と
し
た
。

一
、
地
震
発
生

か
ら
国
際
消
防
救
助
隊

出
発
ま
で

一
九
九
●
午
六
月
二
十
　
Ｈ
い
　
■

”
五
七

（現
地
時
間
　
一
一十
　
Ｈ
　
●

¨
１
七
）
頃

イ
ラ
ン
北
西
部
を
震
源
と
す
る
Ｍ
七
エ
ス
米

地
質
研
究
所
発
表
で
は
七

・
七
）
の
大
地
震

発
生
。
死
傷
者
多
数
発
生
の
模
様
。

六
月
二
十
　
日
　
一
九

”
丘
五

外
務
省
よ
り

「イ
ラ
ン
政
府
か
ら
の
救
助
隊

要
請
の
可
沓
の
決
定
は
　
平
く
て
も
明
朝
二

十
１
日
に
な
る
予
定
。
」
と
の
連
絡
。

６



●
筆
者
、
政
令
改
正
が
済
ん
だ
た
め
の
課
内
打

ち
上
げ
全
中
に
国
際
消
防
教
助
隊
総
括
官
と

し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
向
を

聞
か
れ
る
。
心
の
準
備
が
で
き
ず
、
ピ
ン
と

ヽ
工
な
い
。

一
一
一　
¨
三
〇

外
務
省
よ
り

「今
夜
や
に
も
、
イ
ラ
ン
政
府

か
ら
救
助
隊
の
要
請
が
く
る
可
能
性
が
強
い
。」

と
の
連
絡
。

●
筆
者

「ま
さ
か
」
と
思
い
な
が
ら
も
急
に
酔

い
が
さ
め
、
自
宅
に
出
張
準
備
依
頼
の
Ｔ
Ｅ

了ト
ゥ
。

六
月
二
十
二
日
働
　
〇

一
二
〇

自
宅
に
救
急
救
助
課
よ
り
Ｔ
Ｅ
Ｌ
。
「イ
ラ

ン
国
政
府
か
ら
技
助
隊
派
遣
要
請
の
可
能
性

強
い
。
消
防
庁
か
ら
は
六
名
派
遣
の
見
込
み
。」

一
一
“
一
一
一

イ
ラ
ン
国
政
府
か
ら
正
式
派
遣
要
請
。

二

”
二
０
頃

自
宅
に
派
遣
決
定
の
Ｔ
Ｅ
Ｌ
。
出
張
準
備
は

翌
朝
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
寝
よ
う
と
す
る

が
、
眠
り
が
浅
い
。

三

“
Ｏ
Ｏ
頃

出
発
は
二
十
二
日
二
二

”
三
〇
発
Ｊ
Ａ
Ｌ
４

２
１
便
と
決
定
と
の
Ｔ
Ｅ
Ｌ
。

九

一
二
〇

出
張
の
支
度
を
し
て
出
勤
。
新
聞
は
の
き
な

み

「
死
者
二
〇
〇
〇
人
超
す
岩
ガ
レ
キ
の
ド

に
三
〇
Ｃ
遺
体
岩
ダ
ム
決
壊
　
洪
水
も
岩
震

源
同
辺
の
村
落
壊
滅
」
な
ど
と
報
道
。
人
ご

と
で
は
な

い
。

一
四

“
０
０
頃

Ｉ
Ｒ
Ｔ
手
帳
の
リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
、
筆
者

個
人
と
し
て
の
出
発
準
備
は

一
応
完
了
。
向

こ
う

の
様
子
が
わ
か
ら
な

い
の
で
。
他
に
何

を
持

っ
て
行
く
と
良

い
の
か
兄
当
が
つ
か
な

い
。

一
六

↑
０
０
頃

夕
刊
で
は

「石
、
レ
ン
ガ
の
町
　
裏
場
に
」

「死
者
二
”
人
超
す
」
「
が
れ
き
、
立
ち
尽
く

す
人

々
」
な
ど
の
大
見
出
し
が
踊

っ
て
い
る
。

あ
ま
り
深
く
考
え
な

い
こ
と
に
す
る
。

一
七

一
〇
〇

長
官
室
に
お
い
て
国
際
消
防
教
助
隊
発
隊
式
。

結
括
官
と
し
て
の
辞
礼
究
付
を
受
け
る

（田

一
）。

十
七

中
〓
一〇

自
治
大
臣
激
励
。
が
ん
ば
る
ぞ
。

成
田

へ
向
け
出
発
。

二
〇

¨
Ｏ
Ｏ

成
田
Ｊ
Ａ
Ｌ
貴
賓
電
で
結
Ｈ
式
。

団
長
　
一畠
永
文
朗
　
外
務
管
技
術
協
力
課
課

長
補
化

レ
ス
キ

ュ
ー
チ
ー
ム
消
防
庁
　
」（
名

（表
二
参
照
）

警
察
庁
　
工（
名

医
療
チ
ー
ム
　
医
　
師
　
　
名

看
護
婦
　
円
名

調
整
貞
挙
　
　
　
　
　
　
円
“

合
　
　
計

　

　

　

十
一十
■
名

木村消防庁長官から構括官としての群令支付
を受けた(消防庁長官空にて)

２６



表
ニ
　
イ
ラ
ン
地
震
災
害
派
遣

国
際
消
防
救
助
隊

自
治
省
消
防
庁
　
総
括
官
　
小
林
　
恭

一

東
京
消
防
庁
　
　
隊
　
長
　
鎌
倉
　
弘
幸

〃
　
　
　
　
隊
　
］貝
　
贄
田
　
義
昭

″
　
　
　
　
　
〃
　
　
柴
田
　
一
昭

〃
　
　
　
　
　
〃
　
　
兼
谷
　
正
博

〃
　
　
　
　
　
〃
　
　
菊
池
二
十
四

携
行
し
た
主
な
救
助
用
資
機
材

０
　
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ

０
　
音
響
地
中
探
知
機

０
　
熱
画
像
直
視
装
置

四
　
エ
ア
マ
イ
テ
ィ

働
　
レ
ス
キ
ュ
ー
ツ
ー
ル

内
　
エ
ア
ソ
ー

一
ご
一
一
三
〇

Ｊ
Ａ
Ｌ
４
２
１
便
で
成
田
出
発
。
「本
当
に
成

田
に
戻
れ
る
だ
ろ
う
か
。
」
と
考
え
た
の
は
、

こ
れ
ま
で
の
海
外
出
張
で
も
初
め
て
。

二
、
テ

ヘ
ラ
ン
か
ら
マ
ン
ジ
ー
ル
ま
で

自
治
省
消
防
庁
救
急
救
助
課
長
あ
て

（外
務
公
電
）

国
際
消
防
救
助
隊
　
総
括
官
　
小
林
恭

一

（二
十
四
日
働
　
〇
四

一
〇
Ｏ
Ａ
Ｍ

テ

ヘ
ラ
ン
に
て
）

０
　
現
在
の
状
況

予
定
よ
り
約

一
時
間
遅
れ
て
、
二
十
四
日
Ｏ
①

¨
三
〇
過
ぎ
テ
ヘ
ラ
ン
に
無
事
到
着
。
所
要
時
間

二
十

一
時
間
。
特
命
全
権
大
使
斉
藤
邦
彦
氏
の
直

々
の
空
港
出
迎
え
に
一
同
ビ
ッ
ク
リ
。

機
材
チ
ェ
ッ
ク
に
二
時
間
か
け
る
。
全
て
完
備

を
確
認
。

ホ

テ

ル

着

〇

二

一
三

Ｏ

Ａ

Ｍ

。
（
Ｅ

Ｓ

Ｔ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

Ｌ

Ａ

Ｌ

　

Ｈ

Ｏ

Ｔ

Ｅ

Ｌ

。
）

斉
藤
大
使
を
中
心
と
し
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（○

二

↓
四
Ｏ
Ａ
Ｍ
～
〇
三

一
三
Ｏ
Ａ
Ｍ
）。

解
散
し
て
、
明
朝
〇
八

¨
○
○
集
合
を
確
認
。

口
　

ミヽ
ー
テ
イ
ン
グ
の
内
容

非
公
式
発
表
で
死
者
八
万
人
超

（後
に
五
万
人

程
度
と
わ
か
る
）。
現
地
大
混
乱
。
（テ

ヘ
ラ
ン
は
平

常
通
り
。
）

レ
ス
キ

ュ
ー

・
チ
ー
ム
は
最
も
被
害
の
激
し
い

ギ
ー
ラ
ー
ン
州
ル
ー
ド
バ
ー
ル
に
行

っ
て
欲
し
い

と
の
イ
ラ
ン
政
府
及
び
赤
十
字
の
要
望
あ
り
。
明

朝
公
一十
四
ロ
ニ

○

中
○
○
か
ら
の
赤
十
字
の
ハ

ビ
ビ
空
港
本
部
長
と
大
使
館
及
び
レ
ス
キ

ュ
ー
チ

ー
ム
と
の
打
ち
合
せ
で
決
め
る
。
早
け
れ
ば
午
後

に
も
現
地
入
り
出
来
る
。

現
地
は
水

・
食
糧
事
情
極
め
て
悪
く
、
宿
合
も

な

い
た
め
、
テ
ン
ト
で
野
営
す
る
こ
と
に
な
り
そ

「ヽノ。道
路
寸
断
の
た
め
、
軍
の
飛
行
機
で
現
地
に
入

Ｚつ
。応

援
に
つ
い
て
は
、
大
使
館
と
イ
ラ
ン
政
府
の

打
ち
合
せ
で
決
め
る
予
定
。

ル
ー
ド
バ
ー
ル
と
テ
ヘ
ラ
ン
の
間
は
電
話
が
不

通
の
た
め
、
東
京
と
の
連
絡
は
し
ば
ら
く
難
し
い
。

救
援
物
資
輸
送
の
飛
行
機
に
手
紙
を
頼
み
、
大
使

館
経
由
で
電
報
で
や
り
と
り
す
る
こ
と
に
な
る
見

込
み

（余
り
当
て
に
な
ら
な

い
と
思
う
）。

医
療
チ
ー
ム
は
テ

ヘ
ラ
ン
に
残

っ
て
、
病
院
で

重
傷
者
を
み
て
欲
し
い
と
の
イ
ラ
ン
側
の
要
望
。

結
合
チ
ー
ム
と
し
て
の
活
動
の
や
り
易
さ
と
隊

員
の
安
全
を
考
え
、
「出
来
れ
ば

一
緒
に
」
と
要
望

す
る
予
定
。

ロ
　
イ
ラ
ン
政
府
の
対
応
と
外
国
テ
ー
ム
の
様
子

当
初
、
「援
助
し
て
欲
し
い
の
は
ク
レ
ー
ン
、
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
等
の
重
機
類
で
、
医
者
や
レ
ス
キ

ュ

３６



―
チ
ー
ム
は
余
り
歓
迎
し
な

い
」
と
の
複
数
の
報

道
が
あ
り
心
配
し
た
が
、
被
害
が
予
想
よ
り
極
め

て
大
き

い
為
か
、
「ど
の
様
な
援
助
で
も
喜
ん
で
受

け
入
れ
る
」
と
二
十
二
日
０
午
後
、
イ
ラ
ン
政
府

と
し
て
公
式
に
表
明
と
の
こ
と
。

フ
ラ
ン
ス

¨
医
療
チ
ー
ム
四
十
五
名
活
動
開
始
。

レ
ス
キ

ュ
ー
チ
ー
ム
百
八
十
名

（大
十
八
匹
）
未

だ
テ

ヘ
ラ
ン
に
滞
在
。
現
地
入
り
出
来
す
。

イ
ギ
リ
ス

中
レ
ス
キ

ュ
ー
チ
ー
ム

（超
音
波
探

知
機
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
等
携
行
）
十
七
名
。
現
地

入
り
出
来
ず
。

ソ
連

中
医
療
チ
ー
ム
活
動
開
始
。

そ
の
他

の
国
に
つ
い
て
は
、
続

々
到
着
中
だ
が

詳
細
は
わ
か
ら
ず
。

レ
ス
キ

ュ
ー
チ
ー
ム
は
、
各
国
と
も
現
地
入
り

出
来
て
い
な

い
模
様
。

口
　
特
記
事
項

消
防
、
警
察
十
二
名
の
制
服
が
目
立

つ
た
め
、

日
本
チ
ー
ム
は
飛
行
機
内

・
空
港
で
も
注
目
の
的
。

日
本
人
旅
行
者
等
か
ら
も

「今
回
は
対
応
が
早
か

っ
た
。
誇
り
に
思
う
。
」
「頑
張

っ
て
欲
し
い
ご
と

言
わ
れ
る
。
外
国
人
か
ら
も
激
励
多
数
。

イ
ラ
ン
航
空
で
は
、
日
本
チ
ー
ム
の
た
め
二
階

席
を
専
用
に
す
る
破
格
の
扱
い
。

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ｈ
Ｌ
Ａ
Ｌ
　
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
の
費
用
も

イ
ラ
ン
政
府
が
出
し
て
く
れ
る
等
、
歓
迎
し
て
く

れ
て
い
る
。

機
材
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
中
の
〇

一
¨
三

Ｏ
Ａ
Ｍ
過
ぎ
、
飛
行
機
出
迎
え
の
イ
ラ
ン
人
多
数

の
中
か
ら
母
親
と
幼
女
が
花
束
を
贈
呈
し
て
く
れ

た
。
チ
ー
ム
を
代
表
し
て
外
務
省
の
富
永
同
長
が

受
け
と
る
。　
一
同
大
感
激
。

消
防
チ
ー
ム
は
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
経
験
と
、

レ
ス
キ

ュ
ー
に
関
す
る
精
鋭
が
そ
ろ

っ
て
い
る
た

め
、　
レ
ス
キ

ュ
ー
チ
ー
ム
の
中
心
と
し
て
活
躍
じ

て
い
る
。
頼
も
し
い
限
り
。

日
本
チ
ー
ム
の
全
体
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
上
々
。

働
　
最
後
に

二
十
四
日
午
後
に
も
、
交
通

・
通
信
が
途
絶
し

水

・
食
糧
事
情
が
厳
し
い
現
地
（
ル
ー
ド
バ
ー
ル
）

離
騒

粗

弊

境

談

揺

粥

寧

実

使

二
十
四
日
働
　

一
〇

一
〇
〇

イ
ラ
ン
赤
新
月
社
に
お
い
て
活
動
地
域
及
び

移
動
方
法
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
。
な
か
な

か
決
ま
ら
ず
イ
ラ
イ
ラ
。

隊
員
は
大
使
館
に
お
い
て
救
助
資
機
材
の
チ

エ
　
ツ

ト／
。

一
八

中
五
〇

イ
ラ
ン
空
軍
の
軍
用
機
で
ラ
シ

ュ
ト
に
向
け

出
発
ｏ
軍
用
機
は
ア
メ
リ
カ
製

の
Ｃ
ｌ
３
０

輸
送
機
。
二
度
と
乗
れ
な

い
貴

重
な
経
験
だ

が
、
軍
施
設
内
は
写
真
禁
止
。

残
念
。

1鞘留討計引計1封i
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一
九

中
四
〇

ラ
シ

ュ
ト
空
港
着
。
空
港
外
に
は
負
傷
者
収

容

の
テ
ン
ト
。
空
港
内
は
消
毒
薬

の
臭

い
。

け
が
人
と
避
難
民
で
ご

っ
た
が
え
す
。
「
い
よ

い
よ
現
地
」
と
緊
張
。

一
一
一
二
五

バ
ン
グ
ル

・
ア
ン
ザ
リ
ー
市
の
セ
フ
ィ
ド

・

ケ
ナ
ー
ル
ホ
テ
ル
到
着
。

他
国

の
救
援
チ
ー
ム
と
同
宿

（
フ
ラ
ン
ス
、

ス
イ

ス
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
トン
ャ
と

。

一十
五
日
側

　

一
〇

¨
二
五

ラ
シ

ュ
ト
市
現
地
対
策
本
部
に
向
け
ホ
テ
ル

出
発
。
ズ
，
日
こ
そ
救
助
活
動
。
」
と
張
り
切

２

０

。

一
一
中
三
五
～

一
五

¨
四
〇

ラ
シ

ュ
ト
市
現
地
対
策
本
部
と
ギ
ラ
ン
州
厚

生
事
務
所
に
お
い
て
活
動
地
域
に
つ
い
て
打

ち
合
わ
せ
。な
か
な
か
決
ま
ら
ず
、
イ
ラ
イ
ラ

を
通
り
越
し
て
「イ
ン
シ

ュ
・
ア

ツ
ラ
ー
（す

べ
て
ア
ラ
ー
の
神
の
お
ぼ
し
召
し
こ
と
割
り

切
る
。

一
五

”
四
〇

救
助
チ
ー
ム
は
マ
ン
ジ
ー
ル
に
お
い
て
救
助

活
動
、
医
療
チ
ー
ム
は
ラ
シ

ュ
ト
市
内
の
ケ

シ

ュ
マ
ッ
ト
病
院
に
お
い
て
医
療
活
動
を
行

う
こ
と
に
決
定
。
医
療
チ
ー
ム
と
分
か
れ
る

の
は
、
安
全
面
、
衛
生
面
と
も
に
痛
手
。

一
六

¨
五
〇

救
助
チ
ー
ム
、　
マ
ン
ジ
ー
ル
に
向
け
出
発
。

ラ
シ

ュ
ト
市
内
も

一
～
二
割
の
建
物
は
被
害

を
受
け
て
い
る
。

一
九

中
○
○

マ
ン
ジ
ー
ル
到
着
。
市
内
の
建
物
は
ほ
ぼ
全

壊

。

二
〇

¨
三
〇

イ
ラ
ン
軍
の
敷
地
内
に
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
地

決
定
。
テ
ン
ト
設
営
、
野
営
。

マ
ン
ジ
ー

ル
で
の
活
動

自
治
省
消
防
庁
教
急
救
助
課
長
あ
て

国
際
消
防
教
助
隊
　
総
括
官
　
小
林
恭

（二
十
六
日
　
〇

一
一
〇
〇
Ｐ
Ｍ

マ
ン
ジ
ー
ル
に
て
）

０
　
現
在
の
状
況

マ
ン
ジ
ー
ル

（当
初
予
定
の
ル
ー
ド
バ
ー
ル
か

ら
更
に
二
Ｏ
ｋｍ
ほ
ど
入

っ
た
町
）
の
軍
の
敷
地
内

で
キ
ャ
ン
プ
を
張

っ
て
い
る
。
キ

ヤ
ン
プ
地
は
フ

ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
等
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
テ
ン
ト

で
野
営
し
て
い
る

「国
際
救
助
隊
村
」
と
で
も
い

う
べ
き
場
所
で
あ
る
。
野
戦
ト
イ
レ
も
出
来
て
お

り
、
乾
燥
し
た
草
地
で
、
伝
染
備
の
心
配
は
な
さ

″
ヽ
つ
。

マ
ン
ジ
ー
ル
は
最
も
破
壊
の
ひ
ど
い
町
で
、
建

物
は
軒
並
み
つ
ぶ
れ
て
い
る
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や

パ
ワ
ー
シ
ャ
ベ
ル
等
の
重
機
類
を
用
い
て
イ
ラ
ン

軍
が
跡
か
た
づ
け
を
し
て
お
り
、
こ
の
町
で
生
存

者
の
い
そ
う
な
場
所
や
建
物
は
ひ
と
と
お
り
探
索

を
終
え
た
模
様
。

マ
ン
ジ
ー
ル
は
山
間
の
谷
に
出
来
た
町
で
、
更

に
山
奥
に
小
さ
な
村
が
多
数
あ
る
が
、
道
路
が
崖

崩
れ
で
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
全
減
し
て
い
る
村
が

相
当
数
あ
る
模
様
な
る
も
不
明

。

現
在
、
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
村

々
を
調
査
中

と
の
こ
と
。

我
々
は
イ
ラ
ン
軍
、
フ
ラ
ン
ス

・
チ
ー
ム
及
び

赤
新
月
社

（赤
十
字
社
の
こ
と
を
イ
ス
ラ
ム
圏
で

は
こ
う
呼
ぶ
）
等
と
調
整
中
で
あ
る
が
、
生
存
者

探
索
に
適
当
な
村
が
見
つ
か
り
次
第
連
絡
を
受
け
、

場
合
に
よ

っ
て
は

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
奥
地
に
入
る

こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
現
在
、
待
機
中
。

０
　
応
援
要
請
に
つ
い
て

イ
ギ
リ
ス
隊
の
イ
ン
マ
ル
サ

ッ
ト
に
よ
る
ア
ク



セ
ス
を
通
じ
て
今
朝
連
絡
の
お
り
、
応
援
要
請
の

必
要
性
の
有
無
を
固
か
れ
た
。
現
地
で
鎌
倉
隊
長

と
も
協
議
し
た
が
、
取
り
あ
え
ず
教
助
チ
ー
ム
と

し
て
は

「
現
有
勢
力
で
対
処
し
た
い
」
と
考
え
る
。

理
由
は
以
下
の
と
お
り
。

０
　
既
に
発
災
か
ら

一
一
八
時
間
を
経
過
し
て

お
り
、
未
調
査
の
村
に
行

つ
た
と
し
て
も
、
せ

い
ぜ
い
あ
と
数
日
し
か
生
存
可
能
性
が
な
い
こ

レ
⊂
。

０
　
我

々
の
ケ
ー
ス
で
は
、
成
田
を
発

っ
て
か

ら
テ

ヘ
ラ
ン
ま
で
三
十

一
時
間
、
更
に
マ
ン
ジ

ー
ル
ま
で
四
十
四
時
間
、
計
七
十
五
時
間
を
要

し
て
い
る
。
テ
ヘ
ラ
ン
と
の
道
路
が
開
通
し
た

た
め
、
も
う
少
し
短
縮
出
来
る
と
思
う
が
、
い

ず
れ
に
し
ろ
各
国
隊
の
活
動
終
了
決
定
後
に
第

二
次
隊
が
到
着
す
る
こ
と
と
な
る
可
能
性
が
高

い

こ

レ
Ｌ
。

い
　
隊
員
に
大
き
な
疲
労
が
な
い
こ
と
。

０
　
テ
合
フ
ン
か
ら
の
兵
た
ん
線
が
長
く
な
っ

て
お
り
、
車
の
確
保
、
寝
る
場
所
や
食
糧
や
水

の
確
保
が
非
常
に
大
変
で
、
大
使
館
や
イ
ラ
ン

政
府
に
か
な
り
負
担
を
か
け
て
い
る
。
人
数
が

増
え
る
と
そ
の
苦
労
が
倍
加
し
、
こ
れ
ま
で
と

一
転
し
て
我
々
に
対
す
る
印
象
が
悪
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
。

口
　
各
国
の
状
況

我
々
の
キ

ャ
ン
プ
の
ま
わ
り
は
各
国
救
援
隊
の

競
演
の
場
と
な

っ
て
お
り
、
「救
助
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

と
い
う
感
じ
。

フ
ラ
ン
ス

・
チ
ー
ム
は
専
用
機
で
テ

ヘ
ラ
ン
入

り
し
て
お
り
、
テ

ヘ
ラ
ン
か
ら
陸
路

ル
ー
ド
バ
ー

ル
ま
で
強
行
突
破
し
た
模
様
。

人
数
、
装
備
と
も
抜
群
で
、
野
営
用
の
筒
易
べ

ッ
ド
ま
で
持
ち
込
ん
で
い
る
。

こ
の
た
め
国
際
隊
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を

と

っ
て
お
り
、
山
間
の
小
村

の
探
索
を
独
自
に
行

っ
て

い
る
。

他

の
チ
ー
ム
は
日
本
と
似
た
り
よ

っ
た
り
の
状

兄

。こ
の
中
で
我
々
の
チ
ー
ム
は
人
数
、
装
備
と
も

ま
ず
ま
ず
で
、
よ
う
や
く
敢
助
先
進
国
の
仲
間
入

り
を
し
た
感
が
あ
る
。

逆
に
、
日
本
チ
ー
ム
が
こ
の
中
に
い
な
け
れ
ば
、

日
本
人
は
だ
れ
で
も
非
常
に
肩
身
の
狭

い
思
い
が

す
る
こ
と
と
思
う
。
こ
れ
だ
け
で
も
今
回
の
派
遣

は
意
味
が
あ
る
と
思
う
。

口
　
最
後
に

も
し
、
我
々
の
活
躍
に
よ
り
生
存
者
が
見

つ
か

れ
ば
、
こ
れ
に
過
ぎ
る
も
の
は
な

い
の
で
、
現
在

は

一
日
で
も
二
日
で
も
奥
地
の
村
に
行

っ
て
活
動

出
来
る
よ
う
各
方
面
に
手
配
し
て
い
る
。

今
で
も
時

々
余
震
が
あ
り
、
中
に
は
強
い
も
の

も
あ
る
。
救
助
作
業
中
に
半
壊
の
建
物
が
更
に
壊

れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
活
動
は
慎
重
に
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
奥
地
に
入
っ
て
帰
れ
な
い
」

と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
た
い
。
（了
）

四
　
ピ

ル
ク
で
の
活
動

各国の救助隊はマンジールの

軍の数地内にキャンプを張つた

″
′６



自
治
省
消
防
庁
救
急
救
助
課
長
あ
て

国
際
消
防
救
助
隊
　
総
活
官
　
小
林
恭

一

（六
月
二
十
日
０
　
０

一
¨
○
Ｏ
Ａ
Ｍ
）

日
　
現
在
の
状
況

現
地
で
の
活
動
を
終
え
、
二
十
九
日
０

一
〇

¨

四
〇
Ｐ
Ｍ
、
全
員
無
事
テ
ヘ
ラ
ン
着
。

エ
ス
テ
グ

ラ
ル

・
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。

生
存
者
の
救
出
こ
そ
出
来
な
か

っ
た
が
、
各
国

救
助
隊
の
中
で
は
最
も
奥
地
ま
で
入

っ
て
救
助
活

動
が
出
来
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。

二
十
日
中
は
テ
ヘ
ラ
ン
で
休
養
を
と
り
、
夕
方

か
ら
大
使
に
よ
る
慰
労
会
に
出
席
。
７
月
１
日
働

の
イ
ラ
ン
航
空
で
帰
国
の
予
定
。

ロ
　
レ
ス
キ
ュ
ー
テ
ー
ム
の
活
動
に
つ
い
て

①
マ
ン
ジ
ー
ル
で
の
活
動

０
　
六
月
二
十
五
日
側
　
夜
八

¨
○
○
過
ぎ
に
、

各
国
技
助
チ
ー
ム
の
テ
ン
ト
村
に
到
着
。
野
営
。

０
　
一
一十
六
日
∞
　
朝
、
「
マ
ン
ジ
ー
ル
で
の
救
出

活
動
は
ほ
ぼ
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
る
が
、　
マ
ン

ジ
ー
ル
の
東
側
の
山
岳
地
帯
に
未
調
査
の
村
が
二

百
以
上
あ
る
。
現
在

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
調
査
中
な

の
で
、生
存
者
が
い
そ
う
な
ら
行

っ
て
も
ら
う
か
ら
、

待
機
し
て
ほ
し
い
」
と
イ
ラ
ン
側
か
ら
要
請
あ
り
。

い
　
待
機
中
に
、
マ
ン
トン
ー
ル
と
ル
ー
ド
バ
ー
ル

の
被
害
状
況
調
査
。
キ
ャ
ン
プ
近
く
の
ア
パ
ー
ト

の
崩
壊
現
場
で
救
出
活
動
。
生
存
者
発
見
出
来
ず
。

働

午
後
、
「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
現
地
に
入

っ
て
も

ら
う
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
す
ぐ
飛
び
立
て
る
よ

う
に
準
備
し
て
待
機
し
て
欲
し
い
」
と
の
イ
ラ
ン

側
の
指
示
あ
る
も
、
結
局
要
請
な
し
。

側
　
二
十
七
日
的
　
朝
七

一
三
〇
か
ら
フ
ラ
ン
ス

チ
ー
ム
と
双
方
の
機
材
を
展
示
し
て
交
流
中
、
イ

ラ
ン
側
よ
り

「生
存
者
の
可
能
性
の
あ
る
未
復
旧

の
村
が
山
岳
地
帯
の
奥
地
で
マ
ン
ジ
ー
ル
か
ら
九

1有=====!=ニ
=・ +・ =母=

立ヽ
一一“一”一一
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マンジール ・キャンプ近 くのアパー トの崩壊現場
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十
ｋｍ
の
地
点
に
あ
る
の
で
、
直
ち
に
出
発
し
て
ほ

し
い
」
旨
の
連
絡
あ
り
。
村
名
「ピ
ク
●
」、標
高

二
千
五
百
Ｍ
。

い
　
一
〇

一
〇
〇
前
、　
マ
ン
ジ
ー
ル

（標
高

一
千

五
百
Ｍ
）
出
発
。
武
装
兵
士
に
護
衛
さ
れ
、
険
し

施

の
講

げ

々
を
越
え
て
、
三

一
一
五
、
ビ
ル
ク
に
た
ど
り
着

く
。
殆
ど

「
ア
フ
ガ
ン
・
ゲ
リ
ラ
」
の
世
界
。

あ
転
阿
　
ビ
ル
ク
で
の
活
動

竹
　
到
着
後
直
ち
に
現
場
調
査
。
「生
存
者
の
可
能

性
が
あ
る
」
と
い
う
住
宅
の
崩
壊
現
場
を
三

つ
調

査
す
る
が
、
生
存
可
能
性
と
二
次
災
害
の
危
険
性

か
ら
判
断
し
て
、
救
出
対
象
を

一
軒
に
特
定
。
教

出
方
法
を
定
め
た
時
点
で
日
没
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
建
物
の
つ
ぶ
れ
方
が
ひ
ど
い

の
で
、生
存
者
の
い
る
可
能
性
は
小
さ
い
と
判
断
。

軍
の
補
給
基
地
で
野
営
。

０
　
二
十
八
日
内
　
朝
六

や
三
〇
、
キ
ャ
ン
プ
を

出
発
。
前
日
の
打
合
せ
通
り
教
出
を
開
始
。
生
存

者
が
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
現
地
で
調
達
し
た

パ
ワ
ー
シ
ャ
ベ
ル
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
慎
重
に
用

い
な
が
ら
救
出
活
動
。

救
助
対
象
は
シ
ェ
リ
フ
ィ
ー
家
と
い
う
パ
ン
屋
。

父
母
と
子
供
二
人
、
祖
母
の
六
人
家
族
。
地
震
の

際
、
母
親
と
子
供
二
人
は
逃
げ
た
が
、
残
り
の
三

人
は
逃
げ
遅
れ
た
。
祖
母
の
遺
体
は

一
部
発
見
さ

れ
て
い
る
。
父
と
子
供

一
人
が
生
き
埋
め
と
の
こ

内
　
地
震
時
に
発
生
し
た
火
災
が
崩
れ
た
土
砂
に

閉
じ
込
め
ら
れ
て
お
り
、
残
が
い
を
取
り
除
く
う

ち
に
発
熱
を
強
め
る
。
放
水
し
て
冷
却
し
な
が
ら

活
動
す
る
が
、
発
熱
が
ひ
ど
く
、
こ
の
ま
ま
放
置

す
る
と
再
燃
火
災
と
な
る
危
険
が
あ
る
た
め
、
救

出
活
動
を
危
険
排
除
活
動
に
切
り
替
え
る
。

口
　
一
七

¨
三
〇
、
高
熱
で
遺
体
も
白
骨
化
し
て

バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、

遺
体
捜
索
を
断
念
。
全
員
黙
と
う
し
て
活
動
を
終

了
。
野
営
。

０
　
一一十
九
日
働
　
の
行
動

｀
キ炊

マンジールの山奥には'Jさ`な村が多数あるが

道路が肥崩れで寸断されていた

各国救助チ
ームのテント村 (マンジ

ール)

９６



ピ
ル
ク
出
発
七

↓
二
五
Ａ
Ｍ
。

マ
ン
ジ
ー
ル
に

抜
け
る
よ
り
近
く
て
道
も
良
い
ラ
シ
ュ
ト
ヘ
出
る
。

医
療
チ
ー
ム
の
い
る
ラ
シ

ュ
ト
の
ケ
シ
ュ
マ
ト

病
院
に

一
一
¨
四
Ｏ
Ａ
Ｍ
着
。
昼
食
後

マ
ン
ジ
ー

ル
ヘ
。

マ
ン
ジ
ー
ル
で
撒
収
作
業
。
六

一
〇
Ｏ
Ｐ
Ｍ
マ

ン
ジ
ー
ル
発
。
テ
ヘ
ラ
ン
の
エ
ス
テ
グ
ラ
ル
ホ
テ

ル
着

一
〇

い
四
Ｏ
Ｐ
Ｍ
。

ホ
テ
ル
で
五
日
ぶ
り
の
入
浴
。
生
き
返
る
。
「
ビ

ー
ル
が
飲
み
た
い
。
」

口
　
各
国
隊
の
様
子

日
本
以
外
で
救
援
チ
ー
ム
を
送

っ
て
来
た
の
は
、

把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
英
、
仏
、
ス
イ
ス
、

ス
ペ
イ

ン
、
キ

ュ
ー
バ
、
イ
タ
リ
ア
、
ソ
連
、
ア

ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
バ
ク
ー
の
九
隊
↑
」
の
う
ち
、

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
バ
ク
ー
は
救
急
車
十
数
台

を
含
む
医
療
班
中
心
の
大
部
隊
で
、
陸
路
救
援
に

来
て
い
る
。
「
ソ
連
チ
ー
ム
か
」
と
の
問

い
に
「
ノ

ー
」
と
答
え
る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
）
。

二
十
九
日
め
　
に
マ
ン
ジ
ー
ル
に
着

い
た
時
点

で
は
、　
マ
ン
ジ
ー
ル
に
残

っ
て
い
た
の
は
ス
ペ
イ

ン
の
医
療
チ
ー
ム
と
、
テ
ヘ
ラ
ン
で
足
止
め
さ
れ

て
い
て
遅
れ
て
着
い
た
ソ
連
の
医
療
チ
ー
ム
の
み
。

日
本
チ
ー
ム
の
テ
ン
ト
は
ソ
連
チ
ー
ム
に
提
供
し

た
。救

助
チ
ー
ム
で
生
存
者
の
救
出
に
成
功
し
た
の

は

（把
握
す
る
限
り
で
は
）
皆
無
。

口
　
特
記
事
項

ピ
ル
ク
で
放
水
作
業
中
の
二
十
八
日
い
　
五

↑

○
Ｏ
Ｐ
Ｍ
ご
ろ
、
イ
ラ
ン
外
務
省
の
情
報
文
化
局

の
担
当
官
が
広
報
や
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
の
女
性

カ
メ
ラ
マ
ン
と
共
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
視
察
に
来

た
。
作
業
が
ち
き
つ
ど
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
だ

っ
た

の
で
、
よ
い
写
真
に
な

っ
た
と
思
う
。

担
当
官
か
ら
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
さ
れ
る
。

護
衛
の
兵
士

（革
命
委
員
会
所
属
）
や
運
転
手

（聖
戦
建
設
隊
所
属
）
と
は
、
奥
地
で
共
同
生
活
を

送

っ
た
た
め
、
す

っ
か
り
意
気
投
合
。

彼
ら
も
日
本
チ
ー
ム
と

一
緒
に
救
出
活
動
が
で

き
る
こ
と
を
誇
り
に
思

っ
て
い
る
様
子
。
何
く
れ

と
な
く
世
話
し
て
く
れ
た
。

水
や
食
糧
は
、
結
果
的
に
は
豊
富
。
た
だ
し
、

カ

ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
と
か
ん
づ
め
の
食
事
ば
か
り
で

う
ん
ざ
り
。
運
転
手
た
ち
が
作

っ
て
く
れ
た
イ
ラ

ン
料
理
が
い
ろ
ど
り
を
添
え
た
。
感
謝
。

内
　
最
後
に

「今
度
は
ピ
ー
ル
の
飲
め
る
国
に
行
き
た
い
」
と

は
、
全
員

一
致
の
感
想
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
ビ
ー
ル
を
欲
む
こ
と
を
唯

一
の
楽
し
み
に
し
て
働
い
て
き
た
の
に
、
帰
り
は

北
京
経
由
の
直
行
便
で
し
か
も
イ
ラ
ン
航
空
と
わ

か
り
、　
一
同
ガ

ッ
ク
リ
。
（了
）

五
帰

国

六
月
二
十
日
０
　
七

一
〇
〇

靖
藤
大
使
公
邸
で
救
助
チ
ー
ム
の
慰
労
会
。

大
使
館
員
と
夫
人
た
ち
の
暖
い
慰
労
に
感
謝
。

夫
人
方
の
心
づ
く
し
の
流
し
そ
う
め
ん
や
て

ん
ぷ
ら
に
感
激
。

七
月

一
日
０

　

一
八

一
五
〇

テ

ヘ
ラ
ン
発
Ｊ
Ｒ
８
０
０
便
で
帰
国
の
途

へ
。

七
月
二
日
側
　

一
一
十
五
八

成
田
空
港
に
到
着
。
無
事
に
帰
れ
て
何
よ
り
。

一
二

中
○
○

国
際
緊
急
援
助
隊
解
団
式
。

一
四

↓
五
〇

消
防
庁
長
官
に
帰
国
報
告
。
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
に
ホ

ッ
と
緊
張
が
解
け
る
。

一
五

”
○
○

自
治
大
臣
に
帰
国
報
告
。

０
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地震時に発生 した火災が主砂に閉じ込められ

発熱 したため、冷却 しながら活動 (ピルク)
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●バギオ市に移動 した国際消防救助隊は、ハイアッ トテラスホテルを中心に、
バギオ大学、

ロイヤル ・イン、セン トブインとン ト教会、ネバタホテル等において、余震が続 く中、ア

メリカ、イギリスのレスキュ
ーチームと共に、エアジャッキー、レスキュ

ーツール等救助

資機材で瓦礫をlH l除し、フアイバ
ースコーフて生存者の発見に努めるなどの救助活動を行

つた

i f

強

単謂 :

`

ヽま 鼻二転
,

中

ゲ

Q 干

‐
十ギ

よ

い倍"―
▼
は

i と 虫 ,「′―      … ,
▲ 7月 8日十

~フ
ィリヒン地震災害に派遣された国際緊急援助隊は、 7月 26日

帰国r国際消防救助隊1名 は、自治省消防庁において消防庁長官
への帰国

報告を行った


